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第

六

回

村
民
体
育
大
会
開
く

総
合
初
優
勝
　
瀬
辺
地
部
落

三
年
連
続
優
勝
長
科
部
落
に
水
を
さ
す

匸

穿
・χ
鳫

村
民

体
育

大
会
を
八
月

二

日
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で

開
催
し

た

数
日
前

か
ら

ダ
ツ
つ
い
て
い
た
天
気

も

や
つ
と
回
復
し
運
動
日

和
と
な
り

大
会
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
、

】入
場
式
参
加
人
員
も
昨
年

よ
り
多
く

薮

々
の
競
技
も
終

始
拍
手

と
笑
い
の

一
う
ち
に
終
っ

た
。

一
今
年
は
日
時
決

定
し
て

か
ら
準
備
期

間

も
非
常
に
短
か
っ
む
の
で
婦

人
会

の
輪
踊
り
等
、
心

配
さ
れ
て
い
た
が

実
に
美
し
く
上
手

に
、
観
衆
の
拍
手

を
あ
び
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

盤
頃
ま
で
各
部
落

接
戦

を
演

じ
れ
が
最
終
決
定
は
瀬
辺

地
部
落
に
輝
き

、
今
年
で
三
連

勝
の

長
科
に
水

を
差
し
堂

々
と
初
優
勝
を

な
し

と
げ
む
。

第
一

位
　
　

瀬
辺
地
部
落

第
二
位
　

高
　
很

ク

第
三
位
　

長

科

々

ど
う
な
る
今
年
の
稲
作

「
巳
年
の
迷
信
」
ふ
き
払
お
う

ぞ

こ

か
ら
巳
の
日
の
饋
（

は
ら

い
）

⊇
‥ぐ
し
た
り
、
祭
っ
た
り
す
る
風

習
礼

一
ｙ

り
ヘ

ビ
と
い
う

動
物
が
ち
よ
っ
亠
』

一
無
気
味
な
だ
け
に

、
巳
邵
に
ま
っ
わ

、
る
述
信

や
、
凶
作
説

な
ど
も
あ
る
わ

廱

で
す

が
、
さ
て
人
間
衛

生
時

代
の

一
亢
六
五
年

と
い
５

巳
年
は
、
す
っ

き
り

と
う
け
と
め
て
明

る
い
展
望
を

持
ち
た
い
も
乃
Ｑ

産
業
科
学
評
論
家
の
大
後
美
保
（
晨

）
濘
）

に
巳
年

の
廻

り
に

低
迷
す

る
も

・
の
を
吹
き
払
つ
て

い
ね

だ
き

ま
し

た

豊

作

つ

づ

き

の

後

は

こ
と
し

は
已

年
で
す
が
、
已

年
に
つ

い
て

は
昔

か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

い
わ

れ
て
い
ま
す
。

「

巳

年
、
午
（
う
ま
）
嶇
に

は
婚
礼

す
る
な
」

と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て

Ｉ 召

ま
す
が
巳

年
や
午
年
に
結
婚
し
て

幸
福

な
家
庭
を
築

い
て

い
る
人
は
た

く

さ
ん

い
ま
す
。

又
「

巳
年
男
に
未
（

ひ
つ
じ
）
女

」

と

い
い
、
巳

年
男

が
来
年

の

女

と

結

婚
す
る
と
貧
乏
に

な
る
と
い
う

の

で
す

が
。
こ
れ
も

、
巳
年
男

と
未
年

女
が
結

婚
し
て
豊

か
に
楽
し
く
暮
し

て

い
る
人

が
た
く
さ

ん
い
ま
す

。

こ

れ
ら
は
信
じ

る
に
れ
り
な

い
こ
と

で
す

。

元
来
十
二
支

は
歳

甲
日

を
記
す
た

め

に
用

い
始

め
た
も
の
で

。
已

年
だ

か

ら
、

ど
う
こ
う
い
う
科
学
的

根
拠

は

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
い
つ

ち
こ
と
を
信
じ
て

生
活
を
ゆ
が
ん
だ

形

に
し

ば
る
る
こ

と
は

よ
く
な
い
こ

と
で
す

。

と
こ

ろ
で

、
９
は
り
巳
年

に
関
連
し

て
「
巳

年
に
凶

作
多
し
」

と
い
う
こ

と
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
三
十
年
来
豊
作
が
つ
づ

い
て

い

ま
す

か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
不
良
天

候
と

な
り

。
凶
作
に
な

る
よ
う
な
こ
と

が

あ
り

は
し
ま
い

か
と
不
安
に
思
う
人

が
多
く
な
つ
て

き
た
や
さ
き
に
、
昨

邨
は

冷
害
で
北
海
道

が
凶
作

と
な
り

豊

作
も

や
や
下

り
坂
の
感

が
あ
り
ま

す
。

そ
こ
で
根
拠

が
な
い
と
し
て
も
「
巳

年
に
凶
作
に
な
る
」

と
い
う
理
由
は

ど
こ
に
も
な
い
と
い
う
こ

と
で

す
。

た
だ
已
年
は
十
二
年
に

Ｉ
回
め
ぐ
つ

て
き

ま
す
が
、
こ
れ
と

似
た
周
期
で

変
化
す
る

も
の
に
、
太
陽

の
黒
点
の

浚

化

が
あ

り

ま

す

。

一
太

陽

の
黒

点
は

太

陽
活

動

の

消

長
を

・
示

す

も

の
で

、

こ

れ

が
地

球

上
の

気

一
象

に

何
ら

か

の
影

響

を
与

え

る

だ

ろ

い

う
こ

と

は

認

め

ら

れ

て

い

ま

お過

去

二
百

年

来
の

太

陽

黒

点

の

変
化

と

、
已

年
と

の
関

係
を

調

べ
て

み

る

と

。
一

七

八

五
年

（
天

明

五

年
）

か

ら

一

八

五

七
年

（

安

政

四

年

）

に

か

け
て

は

、
太

陽

の
黒

点

の

極

小

期

に

巳

嶇

が

ち
よ

う
ど

め

ぐ

り

あ

つ

て

い

ま

す

。

天

候

も

結

び

つ

か

ぬ

一
八

六

九
年
（

明

治

二

年
）

以

孩

は

極
小

期

よ
り
後

に

ず

れ

、

一

八

九

三

‘
年

（

明

治

二
十

六
年

）

一

九
〇

五
年

（

明

治

三

十
八

年

）
　一

九

一

七

年
（

大

正

六

年
）
に

は

、

反

対

に
巳

年

が

極

大

期

に
当
た

り

、

ま

穴

一

九
四

一

年
（

昭

和
十
六

年
）

以
後

は

再

び

極

小

期

に
当

っ
て

い

ま
す

。

太

陽
黒

点
は
地

球

上

の
気

象

に

彰

響

す

る

だ

ろ

ら
が

、
そ

の
関

係
は

単

純

で

な

い
の

で
黒

点

の

極
小

期

や

極

大

期

に
天

候

だ
惡
く

な

り

、
凶

作

に

な

る
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
関
係
は
認

め
ら
れ
ま

せ
ん
。

し

た
が
っ
て
巳
年

を
太
陽
の
黒
点
と

結
び
つ
け
て
考
え
て

み
て
も
、
そ
こ

に
は
巳
年

が
凶
作

と
な

る
根
拠
は
、

見
当
た
ら
な
い
の
で
す
。

過

去

十

六

回

の

已

年

は
　
‐‐

理

屈

は
別

と
し
て

、
い
ま
ま
で

の

巳

嶇
が
は
た
し
て
凶
作
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
調

べ
て
み
ま
し
よ
う
。

安
永

二
年
（

一
七
七
三
邵
）
以
来
の

十
六
回
の
巳
年
に
つ
い
て
み

る
气

凶

作
年
は

。天
明
五

年
、
天
保
四

年

叨
冶

三
十
八
年
、
昭
和
十
六
年
の
四

年
で

ま
た
不
作
は
安
永
二
年
、
安
政

九
年

、
文
政
四
年

、
明
治
二
十
六
年

昭
和
二
十
八
年
の
五
年
で
、
こ
れ
で

み
る
と
三
回

な
い
し
四
回
の
已
年
の

う
ち
、
一
回

が
凶
作
と
な
る
こ
と
に

な
る
。

し
れ

が
っ
て
、
巳
年
だ
か
ら
必
ら
ず

凶

作
に
な
る
と
は
い
え
な
い
の
で
す

備

え

る

こ

と

は

大

切

そ

れ
で
は
「
巳
年
に
凶
作
多
し
」

と

い
う
こ
と

が
ど
う
し
て

い
わ
れ
だ
し

た
の
で
し

ょ
う
か
。

「
巳
無
し
午
」
と
い
っ
て
二
月
朔
日

が
初
午
は
当

る
と
、
火
事
の
危
険

が

あ

る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
二
日
朔
日

が
、
初
午
の
日

に

当

る
天
明
八
年
に
京
都
に
大
火

が
あ

り
内
裏
ま
で
焼
け

た
こ

と
か
ら
い
わ

れ
だ
し

た
の
で
す

。

「
巳
年

に
凶
作
多
し
」
と

い
う
の

も

お
そ
ら

く
天
明

か
ら
天
保
に
か
け
て

巳

年
に
大
凶
作

が
よ
く
発
生
し
れ
の

で

。
そ

れ
以
来
い
わ
れ
だ
し
れ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

巳
邵
必
ら
ず
し
も
凶
作
に
は
な
り

ま

せ
ん
が
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
い
う
心
構
え
は
大
切
で
す
。

四
十
年
一
月
六
日

の

毎

新

よ

り

夏
の

防
犯
運
動
に

協
力
を
！

例

紆

夏

季

に
多

弁
ｔ

石

少

年

非

今
。

⊇

忤
犯

罪

、

水
死

事

故
　

花

火

等

に

よ

］
　る
専

故
　

咨

難

水

故

の

阡
止

に
っ

い

］
て

警

察

で

は

特
に

ヨ

閧

を

定

め
　

こ
‐‐

’
の

種

事

故

甲
事

件
・
多
未

然

に

防
止

し

明

る

匸

抖

り
・
邨
活

疂

俣
コ

れ

る

よ

う

努

力

し
て

い

ま

す

か

ら

、
何

分

に

も

ご
協

力

を

お
願

い
し

ま
す

。

の

水

死

事

故

の

防

止

昨

年

県

下

で

発

生

の

水

死

事

故

聡

跏

に
一

五

〇

名

で

、

交

辿

彫

故
死

総

靭

二

西

名

よ

り

二

六
名

多

い
わ

け

で

す

。

蓬

田
村

内

か

ら
は

水

死

事

故

を

絶

対

な
く

す

る
事

に

み

ん

な
の

協

力

を

願

い
ま

す

。

②
　

少

年

の
健

全
育

成

に

つ

い
て

少
年

非

行

の

最
近

の

特

徴

と
し

て

は

甲
浣

家

庭

か
ら

の

非

行

少

年

の

増

加

と
非

行

内
容

が

悪

質

か

っ
知

能

化

し

て

い

る

事

が
目

立

っ

て

い

ま

す

。
　

・

昨

年

県
下

で
取

扱

っ

た

非
行

少

年

の

総

数

は

Ｉ

ツ
、

叫一
三

七
名

で

一

昨

年

よ
り

三

、
二

四

五
名

多
く

た
っ

て

い
ｔ

ま
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

色

々

家
庭

の

事

情

や

環

境

に

も

よ
り

ご

ま

す

が
、

小

使

銭

の

不

足

、

物

欲

が
ｙ

大

半

で

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作

夜
遊

び
、

酒

、

煙

草

は
悪

の

は

じ

ま

ｙ

り

で

す

。

み

ん

な

が
明

る

い

家

庭

ご

、

萌

る

く

‐
－

牛
活

し
ま

し
よ
う

。

⑤

性

犯

罪

の

防

止

特

に

こ

れ

作
ら

暑

く

な

り

ま

寸

と
長

ぷ

聊

着

や
け
ば

け

ば
し

Ｉ
（

デ
な

耶

装

、

涼

讖

作
隶

心
丿

戸

窓

の
開

放

、

夜

の

一

久
少
き

は

、

オ

オ

カ

ミ
族

の

「

え
匚

八
・
∇

こ
も

云

え
・
り
で

し

よ

弓

相
手

に
て
？
を

与

え

か
い

、

し

げ

戔

し

た
に
・
寸

心
よ
う

な
服

装

や
態

匿
は

慎

み
・ま
し

。ご
う

。

④
　

花
（

腦
の

ヤ

放
言

止

イ
　

花

火

心
小

さ

い・
子

供

バ

け

で
滋

ば

せ

漾
い

こ

と

。

口
　

人

の

夕
く
集

っ

て

い

る
所

夕

窗

の

密

集
し

て

い
る
所

で

は

や
ら

な

い
こ
と

。

（
　

花

火

七
や

る

時
は

花

火

に

書

い

て

あ

必
注

意

事
頃

を

よ

く
守

る

二
　

花

火

り
火

薬

を

と
り

出

し

て

遊

ば

な

い
こ

と
。

ホ
　

花

火

は
一

回

一

本

づ
っ

点
火

し

て
遊

ぶ
こ
と

。

⑤
　

盗
　

難
　

の
　

予
　

防

泥
撲

は
裏

か
ら
窓

が

ら
心

の

油

断

か

にり
で

す
。

尸
締

と
心

の

カ

ギ

を
忘

れ

な

い

よ
り

卜
、

家

を

留

守
に

す

る
時

は

必

ず

、

湃
近

所

に
頼

ん
で

か
ら

外

出

を

ず

る

蓬

円
警

察

官

駐

在

所

Ｔ
　

三
　

六

四

十

年

度

慰

霊

祭

し
め
や
か
に
行
な
わ
れ
る

入
　

二
十

日
、
王
松

台
上
で
四
十

一
年
匹
い

霊
祭

が
と
り
行
な
わ
れ
た
。

多
販
り
貴
疾

り
見
守

る
う
ち
に
佐
藤

導

師
に
よ
る
読
経
が
夏
空
に
浣

れ
．

一
戦
後
二
十
年
、
今
は
な
き
方

々
の
、

琵

想
と

め
い
福
を
祈
っ
た
゜

当
日
は
陸
自

第
五
連
隊
の

参
拝
、
昔
楽

隊
の
演
奏
会

も
あ
り
．
往

時
を
偲
ぶ
に

応
わ
し
い
も

の
が
あ
っ
た

東
郡
連
青
団

第

九

回

青

年

大

会

今

別

で

開

く

本
村
勢
万
丈
の
気
を
は
く

旧

連

青

団

の

改

組

に

基

づ

き

そ

の

組

織

力

が

心

配

さ

れ

て

い

穴

が

去

る

七

月

二

十

五

日

今

別

町

で

開

か

れ

靫

第

九

回

東

郡

青

年

大

会

に

お

い

て

好

成

績

を

納

め

て

そ

の

組

織

力

と

蓬

田

村

青

年

た

る

、

万

丈

の

気

か
『
は

い

た

・

人

賞

者

次

の

通

り

団

体

優

勝
　

柔

道
　

相

撲

ｆ
個

人
　

陸

上

三

段

跳
　

一

位

越

田

長

生

－
－
－－－
－
－－－
－
－

・－
－
ｌ

―
－

－

六

〇

ａ
　

二
位

久

慈

の

り

子

一
〇
〇
ｍ
　

二
位
　

久

慈

の

り

子

柔
　
　

道

軽
　

量

二
位

村

上

利

行

中
　

量
　

一
位

青

木

憲

正

重
　
　

量
　

一
位
　

高
　

田
　
　

栄

相
　
　

撲

軽
　
　

量
　

一

位
　
吉

田

竜
　
一

中
　

量
　

二

位

藍

田

伺

政

重
　

量
　

二

位

櫛

引

武

美

国

勢

調

査

に

協

力

を

県
　
　
統
　
　

計
　
　
課

村
　
　
統
　
　

計
　
　
係

’

今
年
の
十

月
一
日
、

全
国
一
斉
に

。第
十
回
国
勢
調
査

が
行

な
わ
れ
ま
す

国
勢
調

査
は
、
全
国
都
道
府
県
、
市

。町
村
の
人

口
や
ヽ

年
令
別
配
偶
の
関

係
別
、
産
業

別
、
職
業

別
な
ど
の
人

口
構
成
を
明

ら
か
に
し
国
、
都
逍
府

県
、
市
町
村
の
政
治
、
行
政
に
直
接

役
立
つ
資

料
を
得

る
国
の
も
つ
と
も

。基
本
的
な
統

計
調
査
で
す
。

近
年
わ
が
国
で
は

、
経
済
の
著
し
い

発
展
に
つ
れ
、
農
村
か
ら
都

市
へ
の

人
口
移
動

が
激
し

く
人

口
の
大
き
さ

’構
成
は
、
大
き

な
変
化
を
、
み
せ
て

い
ま
す

。

今
回

の
国
勢
調
査
で
は
、
こ
の
実
態

を
早
く
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
鴦

屐
用

、
教
育
、
住
宅
。
社
会
保
障
、
一

環

境
衛

生
、
交
通
な
ど
の
対
策

や
、

一議
員

定
数
の
決
定
な
ど
に
欠
く
こ
と

の
で
き

な
い
資
料

と
し
て
利
用
す
る

こ
と

に
な
り

ま
す
。

調
査

は
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
、

み

な
さ
ん
の
住

ん
で
い

る
全
て
の
人

に
つ

い
て

、
も
れ
な
く
申
告
し
て
い

れ
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
こ

の
調
査
で
調
査
票
に
書
か
れ

一
る
こ

と
は
統
計

を
つ
く

る
た
め
だ
け

の

も
の
で
す

か
ら
、
他
の
目
的
に
使

わ

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

不
明
の
点
は

、
調
査
員

と
ご
相
談
の

上
あ
り

の
ま
ま
を
申
告
し
て
下

さ
る

よ
弓

、
ご
協
力
の
ほ
ど
を

お
願
い
し

ま
す
。

青
森
県
警
察
官
の
募
集
！

青
森
県
で
は
本
年
も
県
内
の
治

安

維
技

を
図

る
た

め
若
い
優
秀
な
瞥
察

官
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
お
り
ま

す
。

ふ
る
っ
て
応
募
下

さ
る

よ
う
お
願
い

し

ま
す
。

コ

申
込
受

付
期
間
　

自
昭
和
四

十

年
七

月
十
一
日
　

至
同

年
九
月

十
一
日
ま
で

二

、
試

験

日
　

昭
和
四

十
年
九
月

二
十
三
日

三
、
採
用
予
定
人
員
　

約
一
〇
〇
名

四

。
受
験
資
格

ア
学
歴
　
学

歴
は
問

い
ま
せ
ん

炉

新
制
高
校
卒
業
程
度
の
学

歴
を

必
要

と
し

ま
す
。

イ
年
令
　

昭
和
十

六
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
二
年
四

月
一
日

ま
で
（

新
制

高
校
を

昭
和
四
十

一
年
三
月
末
卒
業
見
込
み
の
者

は

昭
和
二
十
三
年
四

月
一
日
ま

で

）
に
生
ま
れ
た
男
子

。

五
、
。受
験
手
続
　

申
込
用
紙
に
記

入

の

上
警
察
本
部
警
務
課
へ
。

六
、
待
　

遇
　

採
用
と
同
時
に
青
森

県
巡
査
に
任
命
さ
れ
。
県
警

察

学
校
に
一
年
間

入
校
し

ま
す
が

給
料
月
額
は
、
高
校
卒
の
人
は

一
五
、
七
九
〇
円

、
短
大
卒
の

人
は
一
六
、
八
三

〇
円

、
大
学

卒
の
人
は
一
八
、
五
八
〇
円

の

ほ

か
諸
手
当
や
被
服

が
支
給
さ

れ
ま
す
。

七
、
そ
の
他
く
わ
し

い
こ
と
は
、
警

察
署
。
駐

在
所

に
お
間

合

ゼ
下

さ

い
。

蟹

田

警

察

署

Ｔ

蟹
田

五

恐
し
い
日
本
脳
炎
の

予
　

防
　

に
　

は

日
本
脳
炎
は
蚊

に
よ
っ
て
媒

介
さ

れ

る
夏

に
多
く
発

生
す

る
恐
し
い

病

一
気
で
す
。

日
本
脳
炎
を
予
防

す
る
に
は

一
　

蚊
の
駆
除
（
特

に
ユ
ガ
タ
ア
カ

イ

エ
蚊
）
水
田
、
沼

、
沢

な
ど

・
　
　
に
発

生
す
る
ユ

ガ
タ
ア
カ
イ
エ

ー
　
　
蚊
の
駆
除
は
地
区
組
織
等
み

ん
一
　
　

な

で

力

を

合

せ

て

や

る

こ

と

が

一
　
　

一

属

効
果

的

で

す
・

各

家

庭
で

も
蚊

ボ

ウ

フ

ラ

の
撲

滅

に
努

力

し

ま
し

よ
う

。
　

。
」

二
　

日

常

生
活

で

の

注

意

は

炎

天
下

で

は
帽

子

を
着

用
す

る

‐‐‐
　
　

い

つ

も
十

分

な
栄

養

と
睡

眠

を

と

り

ま
し

よ

う
。
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特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
公
布

及
び
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
の

一

部

改

正

に

つ

い

て

第
一
　

戦

没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰

金
支
給
法

は
昭
和
四
十
年

六
月
一
日
法

律
第

百
号
を
も
っ
て
公

布
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一

、
支

給
の

対
象
者

は
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
現
在
公

務
扶
助
科
。
遣

族
年

金
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

給
付
を
受

け
て
い
な
い
者
、
又

は

他
に
こ
れ
ら
の
給
付

を
受

け
る
遺

族

が
い
な
い
者
で
次
に
該
当
す

る

づ
者
で
す
。

廁
　
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
に
お
い

。
て
遺
族
等
援

護
法
に
よ
ゐ
弔
慰
金

ノ
の
受
給
権

者
で

、
同
日
に

お
い
て

日
本
の
国

籍
を

有
す

る
者
、
但
し

同
日

に
お
い
て
離
縁

に
よ
っ
て
戦

没
者
と
の
親
族
関
係
が
終
了
し

て

い
る
者

、
戰
没
者
の
死
亡
後
弔
慰

金
の
受
給
権

を
取
得
す

る
ま
で
の

間
に
遺
族
以
外
の
者

と
事
実
上
の

婚
姻
を
し
た
配
偶
者
で
兄

弟
姉
妹

ま
で
の
遺

族
が
あ

る
者

お
よ
び
弔

慰
金
の
受
給
権

を
取

得
後

昭
和
四

十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

に
遺
族

以

外
の
者
と
、
婚
姻
し

た
配

偶
者

（

氏
を
改

め
な

い
で

法
律
上
婚
姻

し
た
者
を

除
く
）

を
除
く
。
　
　
一

匂
弔
慰

金
の
受
給
権

が
な

い
が
弔
慰

金
の
受
給
権
者

が
昭
和
四
十
年
四

月
一
日

に
お
い
て

死

亡
し
て
い

る

と
き
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
て
い

な

い
と
き
又
は
前
記
川
の
但
し
書

に
該
渮
す

る
と
き
の
戦
没
者
の
子

二

、
特
別
弔
慰
金
の
額
は
参
万
円
で

十
年
以

内
に
償
遲
一

べ
き

、
記
名

国
債
（

無
利
子

）
を
も
っ

て
交
付

さ
れ
ま
す
。

三

、
特

別
弔
慰

金
の
受
給
権
は
三
年

間
行

な
わ
な
い
と
き
は
、
時
効
に

よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。

四

、
こ

の
法
律
は
公

布
の
日
か
ら
施

行
し

、
昭
和
四
十

年
四
月
一
日
か

ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

第
二
　
戦
傷
病
者
持
別
援
護
法
の
一

部
が
改
正
さ

れ
、
戦
傷
病
者
の
国
鉄

無
賃
乗

車
船
の
取
扱
い
範
囲

が
拡

大

さ
れ

ま
し
む
。

従
来
は

、
恩

給
法
適
用
の
戦
傷
病
者
一

に
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
今
改
下

で
昭
和
四
十
年
六
月
一
日

か
ら
恩

給

法
以
外
の
法
令
（

遺
族
等
援
護

法
、

旧
陸
海
軍
共
済
組
合
法
等
）

に
よ
ろ

戦
傷
病
者
も
、
適
用
さ
れ
る
こ

と
に

な
り
ま
し
た
。

・
詳
細
は
役
場
民
生

係
に
お
問

い
合
ゼ

下

さ
い
。

（

ワ

イ
の

旅
か

ら
（
第

三

信
）

清
　
　
水
　
　
専
　
　
造

１
経
済
と
産
業

そ
の
他

（

ワ
イ
の
経
済
は
秒
糖
、

パ
イ
ン

ア
ッ

プ
ル
、
観
光
の
三
大
産
業

に
加

へ
て
連
邦
政
府
の
巨
額
な
国

防
費

に

さ
さ
え
ら
れ
て

い
る
。

琵

看
ま
一
八
三
五
年
以

来
一
三

〇
年

の
歴
史
を
も
ち
年
間
百
万

ト
ン
を
越

え

、
（

ワ
イ
第
一

産
業

と
し
て
経

済

の
根
幹
を
な
し

て
来
た
。

（

ワ
イ
秒

糖
の
栽
培
抜
術
は
、
世
界

最
高
の

も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　

一

年
間
一
億
五
百
万

ド
ル
を
越
え
る
。

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
甜
菜
糖

の
生
産
高
の
増
産
に
っ
れ
、
（

ワ
イ

秒

糖
の
生

産
費
の
コ

ス
上
咼
で
次
第

に
圧
迫

さ
れ
こ
れ
以
上
の
飛
躍
的
発

展
は
望
め
な
く
な
っ
た
。

パ
イ

ン
ア
ッ
プ
ル
は
秒

糖
に
次
ぐ
大

き
な
産
業
で

あ
る
。

世
界

生
産
の
七
〇
％

を
占
め

、
年
額

一
億
三
千
五
百
万

ド
ル
、
ラ

ナ
イ
島

一

に
行

く
と
島
全
体

が
ド
ド
ル
パ
イ

ン

ア
ッ

プ
ル
エ

場
の
所
有
で
大
規
模
な

パ
イ

ン
ア
ッ

プ
ル
島
園

が
み

ら
れ

る

観
光
業
一
年

を
通
し
て
温
和
な
気
候

‘

泡
南
国

ム
ー
ド
の
た
め
戦
後
急
逹
に

‘
発

展

し

、

一

九

六

〇

年

に

は
秒

糖
、

パ
イ

ン
ア

ッ

プ

ル

産
業

を

追

越
し

て

ト
ッ

プ

に
立

ち

将

来

ま
す

く

有

望

と

み
ら

れ
全

島

に
わ

た

り
各

種

観

光

施

設

計

画
炉

迴

め
ら

れ
て

ぃ

る
。

毎
年

三

十

五
万

～

四

十
万

観

光

客

が
・

来

て

い

る
Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

２
日
本
と
の
貿
易
関
係

（

ワ
イ
の
生
活
の
必
需

物
資
の

九
〇

Ｊ
％

は
、
米
大
陸
か
ら
供
給
を
受

け
て

い
る
状
態
で

あ
る
か
ら

経
済
上
の
外

国
貿
易

の
し

め
る
割
合
は
、
極
め
て

一
少
な
い
。

日
本

か
ら
［

ワ
イ
へ
輪
出
す
る
商
品

ぽ

年

々
増
加
し
て

お
り
、
翕
釈
品

が

］第
一
位
を
し

め
て
い
る
。

最
近
は
現
地
で
も
日

本
酒

、
み

そ
、

營
油
、
漬
物
等

が
造
ら
れ

る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

（

ワ
イ
に
対
す

る
輸
出
は
日
本
一
位

次
は
カ
ナ
ダ
、
西
独
の

順
に
な
っ

て

い
る
と
云
わ

れ
ま
す
。

３
　
真
　

珠
　

湾

皆

さ
ん
は
（

ワ
イ
の
声
を
き
け

ば
、

一
あ
の
真
珠
湾

を
、
思

い
出
さ
れ

る
で

し

よ

う

。

Ｕ
真
珠

湾

は
（

ワ
イ

島

で

は

、

あ

り

ま

｀

ゼ
ん
。

九
オ

ア

フ
島

に

あ

り

ま

す

。

こ

の

島

は
（

ワ
イ

洲

で

三

番
目

の

島

Ｊ
で

ホ
ノ

ル

ル

の
飛

行

場
の

あ

る

と
こ

ろ

で

す

。

ワ

イ

キ

キ
か

ら

西

ヘ

ー
六

Ｋ

オ

ア

フ

島

の

南

部

中

央

に

あ

る
巾

着

の

よ
う

）
な

奥

深

い

湾

で

、

湾
口

の
狭

部

は

僅

ゝ
か
四

〇

〇

米

で

あ

る
。

作
湾

内
は

サ

ン

ゴ

シ

ョ

ウ
を
取

り

除
き

ヽ
非

常

に

深

く

亘

艦

も

ら

く

ら
く

停

泊

で

き

る

大
軍

港

と

な

っ

た

。

‘
第

二

次

世

界

大

戦

の
発

端

と

な
っ

た

士

九

四

一
年

十
二

月

七
日

、

日

本

饂

軍

航

空

隊

の

急

襲

は

批
判

は

あ

る
が

用

兵

戦

術

上

、
世

界

戦

史

に

残

る
。

一
湾

の

す
ぐ

東

に

は

、

ヒ

ツ

カ

ム
軍

用

飛

行

揚

が

あ

る
。

｛

湾

内

に
は

当

時

戦

跡

を

示

す
沈

没
艦

。
が
沢

山

残

っ

て

い

る

。

ガ
イ

ド
の

説

明

で

そ

の
艦

を
引

揚

げ

に

日
本

の

金

で

六
十

億

川

か
け

た

が

悪

い

ガ

ス
の

た

め

中

止

し

む

と
云

う

湾

の

中

央

に

フ
ォ

ー
ド

島

あ
り

そ

の

’

周
囲

に

ユ

タ
ア

リ
ーソ

ナ
号

な
ど

巨
艦

二
一
が
沈
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て

、
そ

の
中
一

に
は
千
数
百
の
遺
体
が
沈

ん
だ
ま
ユ

に
な
っ
て

い
る
。

真
珠
湾
見
学
、
多
く
の
米
国
人
で
強

い
興
味
を

も
っ
て

い
る
ら
し
い

が
、

一

日
本
人
の
旅
行
者
は
彼
等
と
異
っ
た

感
激
を
覚
え

る
こ

と
で
あ
る
。
　
　

】

現
在
は
観
光

と
し
て
知
ら
れ
遊
覧
厨

は
二
種

あ
る
。

一
つ
は

ホ
ノ
ル
ル
の

ケ
ワ
ロ
湾
か
ら

発
着

と
、
一
つ

は
東
岸
の
（

ラ

ワ
ゲ

ー
ト
か
ら
出

る
海
軍
広

報
部

の
遊
覧

船
で
三
〇

分
毎

に
出

る
。

運

航
は
無
料
で
沈
没
し
た

ア
リ
ゾ

ナ
号
上
の
記
念
塔
に
案
内
さ
れ
る
。

こ
こ
に
は
戦
死
者
の
千

余
名
の
名

が

書
か
れ
て
あ
る
。

ふ
と
感
じ
た
こ
と
は
日

本
で

は
た
く

さ
ん
の
サ
イ

セ
ソ
が
あ
げ
ら
れ

る
で

し

ょ
う
が
、
流
石

お
国
柄

、
一
銭
も

な
く
思

い
を
新

た
に

し
た
。

日
本
に
と
っ
て
も
米
国
に
と
っ
て
朮

忘
れ
ゐ
こ
と
の
出

来
な
い
、
イ
マ
ワ

シ
イ
記

憶
で
あ
る
炉
、
真
珠
湾
攻
撃

戦
跡

を
巡
る
遊
覧

＝
ｊ

ス
は
一
般
に

人
気

が
あ
る
。

「
以
下
次
号
」

古
　
城
　
の
　
沼
　
て

釣

を

し

な

い

よ

う

古

城
の
ぷ
に
養
鯉
を
し
て

か
ら
、

数

年
経
過
し
、
今
で

は
三

三
ｍ

以
十

に
成
長

し
七
お
る
が
、
時

々
心
な
淞

者
に
よ
つ
て
釣
り
上

げ
ら
れ
て
い
る

よ
う
で

。
遘
般
公
民
館
運
営
委
員

の

方

々
が
沼
心
ほ
と
り
を

、
整
備
し
た

と
き
沢
山
心
釣
竿
、
釣
糸

が
発
見
さ

れ
た
。

村
民
一
人
が
監
繝
員
の
つ
も
り
で

監

視
し

、
一
人
の
違
反

者
も
、
出

さ
ぬ

よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
写
真
９
古
城
の
沼
〕

グ
　
ル
　
ー
　
プ
　
紹
　
介

玉

松

山

岳

ク
ラ

ブ

ｙ
昨
年
六
月
発
足
、
現
在
会
員
は
四

人

一
会
長
も
規
則

も
別
に
定
め
て
い
な
い

常
に
四
人

の
会
員

が
一
致
協
力

、
固

び

チ
ー

ム
ワ
ー

ク
で
活
動
し
て

い
る

の
が

特
色
。

共
同
出

瓷
で
テ

ソ
ト
ニ
張
、

シ
ャ

ベ

ル
、
ラ
ジ
ュ
ー
よ

、
食
器
類

等
必
要

用
具
も
整
っ
て

お
り
、
す
で

に
大
倉

岳

、
八
甲

田
山
、
岩

木
山
な
ど
を
踏

破
、
意

気
益

々
盛

ん
だ
。

又
耻
に
は
十
和
田
八
幡
平
方
面
を
計

画
中
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

一

「
山

登
り
ほ

ど
楽
し
く

、
精
神
的

よ

も
肉
体
的

に
も
、
こ

れ
ほ
ど
健
全

童

ス
ポ
Ｊ

ツ
は

な
い
Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
一

自
然

に
親
し
み
共
同
生

活
を
楽
し

七

自
分
の
日

常
生
活

か
反

省
し
ヽ

人
生

】 ．・
に

新

し

い

方
向

と
意

義

を

、

見

出

す

こ

と

が
で

４

る
の

は

、

山

へ

登

る

者

の
み

ん

な
に
与

え

ら

れ

る

幸

福

で

は

な

い
だ

ろ
う
か
」

こ
れ

が

四

人
の

一

致

し

た
意

見

。

常

日
頃

、

と
か
く

滕

灑

な

感

動

か

ら

遠

ぎ
が
っ

て

ゆ

く
現

代

の

生
活

り

申

で

し

の

美
し

さ

、

感
動

を
　

山
侃

り

・
を

通

じ
て

受

け

と

れ

る

者

は
幸

福

び

調

す

る
。

こ

い

ク

ラ

ブ
で

は

若

い
同

心

の
参

加

を

望

ん
で

い

る
の

で

希

望

者

は

役

場

心
　

中

村

幸
八

あ
て

申

し
込

ま
れ

た

一
い
と

の

こ

’と
。

ド

ベ

登

山

愛

好

者

に

は

登

山

用

臭

一
の

貸

出

も

す

る

と

の

”
と

。

玉

松

海

水

浴

場

盛
況
裡
に
閉

幕
す

延
入
浴
者

約
一
万
二
千
名

七
月
二

十
五
日
浴
場
開
き

を
し

、

八
月
三
十
一

日
を
以
っ

て
海

水
浴
場

叺
閑
塞
す
る
こ

と
に
な
っ
む
。

そ
の
閧
、
東
風
以
外

の
日
は
、
毎

日

三
〇
〇
名
近
い
入
浴

者
が
訪
れ
玉
松

り
浜
を
賑

わ
し

た
。

二
十
五
日
は
浴
場
開
き
当
日
村
内
外

の
有
志

を
招
き
蓬
田
婦
人
会
（

会
長

坂
本
清
江

）
の
手
踊

り
を
披
露
し
、

浜
を
訪

れ
た
人

を
喜

ば
し
穴
。

翌
二
十

六
日
は
蓬
田
漁
協
（

組
合
長

福
井
一
正
）
の
船
競

争

が
あ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
旗

を
な
び
か
で
　

二
十
五
艘

に
よ
る
覇
を
競

い
海

と
陸

か
ら
喊
声

が
巻

き
起

る
盛
況
で
あ
っ
た
。

行
事
の
最
終
日
は
宝
捜

し
で

、
そ
れ

そ
れ
夢
を
実
現
す
べ
く
早
朝

か
ら
浜

を
黒
く
す
る
程
集
り
賑

わ
っ

た
。

特
に
今
年
は

ジ
ャ
ワ
上

一
基
を
設
備

水
跫
豊
富
で
昼
夜
出
し

切
り
で
あ
ろ

次
に
昨
年
の
要
望

に
応
え
脱
衣
場
ふ

完
備
、
毎
日
の
常
設
の
売
店
も
あ
り

臨
時
公
衆
電

話
も

設
置
し
訪

れ
ろ
者

に
錢
大
の
便

利
を
与
え
一
日
の
行
楽

を
よ
り
楽
し
く
過
し
て

も
ら
っ
む
。

浜
も
毎
日
、
婦
人
会
員

が
そ
れ
ぞ
れ

日
程
を
組
み
浜
の

清
掃

に
当
っ
て
旦

れ
た
の
で
気
持

よ
い
程
き
れ
い
で

、

白
秒

と
淒
の
水
の
美
し
さ

と
よ
り
よ

Ｑ
ミ
ッ
ク
ス
し

訪
れ
る
人
の
賞
賛
の

則
と
な
っ

た
。

冏
工
会
（

会

長
　
工
藤

与
三
郎
）
か

り
毎
日
二
名
の
監
覗
員
常
在
し

監
繝

し
き
り
会
叨
巾
な
ん
乃
聨
故
も

な
く

終
っ

た
こ

と
を
関
仭

者
一
同
喜

ん
で
い
ふ

特
に
陸
自
五
連
隊
の

浜

の

キ
ャ

ン
プ
、
一

般
の
玉
松
台
上
附
沂

の

キ
ャ

ン
プ
も
目

や

っ

た
。

浜
に
合
上
に
飲

食
水

の
設
備
に
ょ
る
も
の

と
関

係
者
は
話
し
て

い
る
。

更
に
蓬
田
村
、
商
工

会
、
公
民
館
は
そ
れ

ぞ
れ
の
角

度
か
ら
、

反

省
会
を
開
き
、
正

し

い
評
価
の
も
と
に

来
年
度
は
、
一
層
の

盛
況

を
期
す
る
こ

と

匹
な
っ

て

り
る
。

〔
写
真

＝
水
浴

び
終
て
Ｉ

〔
写
真
０

シ
ャ
ワ

ー
を
浴

び
て
〕

〔
写
真
＝
婦
人
会
の
手
踊
り
〕

参
議
院
議
員
選
挙
終
る

蓬

田

村

選

挙

管

理
委

員

会

蓬

田

村

明

る

く

正

し

い

選
　
拳
　
推
　
進
　
協
　
議
　
会

六
月
に
予
定

さ
れ
て

い
た
第
七
回

参

議
院
議
員
通
常
選
挙
は
延
長
国
命

の
余

波
を
う
け
、
六
月
十
日
公

示
、

七
月
四
日
投
票
日
を
迎
え

た
。

こ
の
日
は

夜
明
け
か
ら
の
霧
雨

が
。

投
票
開
始
時
刻
午
前
七
時
に
な
っ
て

も
ま
だ
続
い
て
い
る
と
い
う

状
態
で

選
挙
人
の
投
票
の
出

足
が
心
配

さ
れ

た

が
、
そ
の
後
天

候
も
徐

々
に
回
復

前
回
の
投
票
率

を
二

、
五
％

上
ま

わ

る
六
五
、
五
八
％

の
成
績

を
収

め
た

こ
の
投
票
率
の
蔭
に
は
有
権
者
自
身

の
自
覚
屯
さ

る
こ

と
な

が
ら
、
樂
㈲

防
止
に
協
力

さ
れ
た
各
部
落
総
代
を

は
じ

め
、
青
邵
、
婦
人
団
体
及

び
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
、
各
位
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す

。

し
か
し
東
郡
内

の
投
票
率

の
状
況

を

み
ま
す
と
ド
今
一

息
の
感
が
あ
り

ま

す
の
で

今
後
の
各
選
挙
に

お
か
れ
て

も
棄
権
の
な
い
、
明

る
く
正
し
い
選

拳
に
何
分
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し

上
げ
ま
す
。

伺
投
票
率
七
〇
％

以
上
の
部
落
に
対

し
て

は
い
さ

さ
か
で
は
あ
り
ま
す

が

記
念

品
を
増
瓱
い
た
し

ま
す
。

一
、
東

郡

内

の

投

票

率

二
、
各
　

部
　

落
　

投
　

票
　

率

【 2

】
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